
平成３０年度北広島市予算のポイント
「寒地稲作この地に始まる」の碑・クラーク記念碑



予 算 の 規 模
平成３０年度一般会計予算 ２３４億７，３６６万１，０００円

（対前年度 △15億6,200万円 △6.2％）
特別会計・企業会計を加えた全会計では、３９３億９４４万９，０００円

（対前年度 △23億2,200万円 △5.6％）

・新庁舎建設事業の本体工事終了に伴い、平成２９年度当初予算額から予算規模は縮小
・市長選挙後初の予算編成として、人口減少対策、子育て支援、経済・雇用対策などを中心とした施策を計上
・緩やかな景気の回復傾向や、新たな企業進出などの影響に伴い、市税収入の増加を見込む

平成３０年度北広島市予算のポイント

１ 各 会 計 予 算 額 ２ 一 般 会 計 予 算 規 模 の 推 移
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会計区分 平成30年度 平成29年度 増減額 増減率
一般会計 23,474 25,036 △ 1,562 △ 6.2%
特別会計 14,110 14,807 △ 697 △ 4.7%
企業会計 1,725 1,788 △ 63 △ 3.5%

合計 39,309 41,631 △ 2,322 △ 5.6%

（単位：百万円、％）

１

１



重 点 的 な 取 組
平成３０年度北広島市予算のポイント

～「希望・交流・成長都市」～
めざす都市像に向け策定した第５次総合計画・２０１８推進計画を踏まえ、

平成３０年度予算においては、次の項目を重点的に取り組みます。

めざす都市像

新たな雇用の創出、交流人口の増加、
地場産業の育成・支援など

市外・道外からの人の呼び込み、子育て
支援・教育環境の充実、住環境の整備など

インフラ施設の適正な維持管理
公共施設の老朽化対策など

定住人口の増加

地域経済の活性化

安全で安心なまちづくり

２

２



定 住 人 口 の 増 加
平成３０年度北広島市予算のポイント

住宅を購入した転居者や転入者に最大７０万円を助成

3 5 , 0 0 7 千 円

北広島団地イメージアップ事業
1 , 9 6 4 千 円

子育て世代マイホーム購入
サポート事業

北広島団地の愛称を活用したＰＲやガイドブック作成

３

３

空き家流動化促進事業
9 , 0 0 5 千 円

空き家の解体費に対し最大３０万円を助成

リユース住宅活用サポート事業
2 , 0 0 3 千 円

空き家のリフォーム費用に対し最大２０万円を助成

新規



定 住 人 口 の 増 加
平成３０年度北広島市予算のポイント

産科の開設費に対し最大８，０００万円を補助

新制度開始

産科誘致推進事業

子ども医療費助成事業
1 6 0 , 5 1 7 千 円

平成３０年４月から通院助成の対象者を中学生まで拡大

３

４

拡大

小中一貫教育推進事業
1 , 3 0 5 千 円

平成３０年４月から全市で小中一貫教育を導入

買物不便者対策事業
2 , 2 8 6 千 円

買物不便者の実態調査、対応策の検討

新規新規



地 域 経 済 の 活 性 化
平成３０年度北広島市予算のポイント

六次産業化に取り組む事業者の施設整備費を支援

2１,０５１千円

ふるさと応援事業
2 1 , 7 9 7 千 円

サイクルツーリズム等観光拠点
整備事業

8 , 7 1 4 千 円
市内サイクルイベント、インバウンド招聘ツアーなど
の実施

グリーンツーリズム推進事業

まちのＰＲと交流人口の増加を図るためのふるさと
納税返礼品の提供

六次産業化等支援事業
3 , 1 5 2 千 円

六次産業化に取り組む事業者の商品開発等を支援

４

５

拡大

拡大



安 全 で 安 心 な ま ち づ く り
平成３０年度北広島市予算のポイント

老朽化対策として大規模改修工事を実施

1 4 4 , 4 2 4 千 円

平和推進事業

1 , 6 2 8 千 円

防災訓練事業
1 , 1 7 9 千 円

市民や国などの関係機関が参加する総合防災訓練の
実施

東記念館大規模改修事業

平和都市宣言３０周年記念事業の開催など

シルバー活動センター改修事業
2 6 , 8 8 0 千 円

老朽化対策として改修工事を実施

新規

５

６

拡大



安 全 で 安 心 な ま ち づ く り
平成３０年度北広島市予算のポイント

輪厚橋補修工事、大曲橋補修工事ほか橋梁改修の実施

2 4 4 , 4 9 3 千 円

除雪体制の充実

6 7 4 , 2 5 1 千 円

市営住宅共栄団地建替事業
4 5 4 , 2 1 1 千 円

老朽化した共栄団地の建替を実施
１～３号棟建設終了、平成３０年度は４号棟建設着手

橋梁長寿命化事業

大型ロータリー車の更新
バス路線、通学路などにおける除雪体制の充実

（仮称）小学校給食調理場整備事業
9 , 8 5 4 千 円

小学校給食調理場施設の整備に向けた計画の策定

新規

５

７



そ の ほ か の 新 規 ・ 拡 大 事 業
平成３０年度北広島市予算のポイント

北海道１５０年事業と連携し、米をテーマにしたシンポ
ジウムなどを実施

2 , 5 0 0 千 円

福祉人材確保対策事業
7 , 0 1 1 千 円

子どもの貧困対策検討事業
7 0 0 千 円

子どもの貧困についての実態調査・対策の検討

未来へつなぐ米の歴史発信事業

福祉人材の確保に向けた助成金などの就労支援の実施

外国語指導助手活用事業
1 8 , 3 5 3 千 円

小学３・４年生への外国語教育先行実施に向けた英語
指導助手の増員

新規

新規

拡大

６

新規

部活動指導員制度運用事業
6 1 0 千 円

生徒の技術向上や教員の負担軽減のため、部活動指導員
をモデル配置

新規

８



各 会 計 の 予 算
平成３０年度北広島市予算のポイント

（単位：千円）

７

９

平成30年度 平成29年度
当初予算額 当初予算額 総額 伸び率

（Ａ） （Ｂ） （Ａ－Ｂ） （Ａ／Ｂ）
23,473,661 25,036,357 △ 1,562,696 △ 6.2% 新庁舎建設事業の本体工事終了に伴う減

14,110,694 14,806,928 △ 696,234 △ 4.7%

　国民健康保険事業 6,397,575 7,630,040 △ 1,232,465 △ 16.2% 財政運営の都道府県単位化に伴う減

　下水道事業 2,253,235 2,058,091 195,144 9.5% 下水処理センター整備事業費の増

　霊園事業 69,654 72,034 △ 2,380 △ 3.3% 一般管理費の減

　介護保険 4,548,104 4,211,760 336,344 8.0% 保険給付費の増

　後期高齢者医療 842,126 835,003 7,123 0.9% 後期高齢者医療広域連合納付金の増

37,584,355 39,843,285 △ 2,258,930 △ 5.7%

1,725,094 1,787,527 △ 62,433 △ 3.5% 受水単価の改定に伴う受水費の減

39,309,449 41,630,812 △ 2,321,363 △ 5.6%

小　　計

　企業会計（水道事業）

合　　計

主な増減要因区        分

　特　別　会　計

比較

　一　般　会　計



議会費 186 (1%)

総務費
1,380 
(6%)

民生費
8,437 
(36%)

衛生費
1,212 
(5%)

農林水産業費 102 (0.3%)商工労働費 414 (2%)

土木費
3,466 
(15%)消防費

176 (1%)

教育費
1,930 
(8%)

公債費
2,207 
(9%)

諸支出金
61 

(0.2%)

職員費
3,862 
17%

予備費 40 (0.2%)

自主財源
9,663 
(40%)

依存財源
13,811 
(60%)

市税
7,527 
(32%)

繰入金
497 (2%)諸収入

848 (4%)

その他の自主財源
790 (3%)

国庫支出金
4,090 
(18%)

地方交付税
4,044 
(17%)

市債
2,358 
(10%)

交付金等
1,834 
(8%)

道支出金
1,484 
(6%)

一 般 会 計 歳 入 ・ 歳 出 予 算 の 内 訳

＜前年度との比較＞
●市税は、法人市民税の増などにより、8,000万円の増(+1.1%)
●国庫支出金・市債は、新庁舎の本体工事終了などに伴い、大きく減少

国庫支出金 3億6,000万円の減(△ 8.0%)
市債 10億9,000万円の減(△32.0%)

平成３０年度北広島市予算のポイント

１ 歳 入 ２ 歳 出
（単位：百万円）

＜前年度との比較＞
●総務費は、新庁舎の本体工事終了により、18億7,000万円の減(△57.5%)
●歳出予算の36%を占める民生費は、教育・保育施設給付費などの扶助費

の増や、東部学童クラブの整備などにより、3億7,000万円の増(+4.6%)
●公債費は、駅周辺整備などの市債償還終了により7,000万円の減(△3.0%)

８

１０



一 般 会 計 歳 入 ・ 歳 出 予 算 の 内 訳
平成３０年度北広島市予算のポイント

３ 歳出（性質別）
（単位：百万円）

＜前年度との比較＞
●建設事業は、新庁舎の本体工事や市営住宅共栄団地3号棟建設の終了に

より、単独分・補助分合わせて18億6,000万円の減(△40.1%)
●物件費は、情報通信機器の更新、各種システム改修のほか、労務単価の

上昇等に伴う各種委託料の増などにより、1億2,000万円の増(+3.2％)

８

１１

４ 扶 助 費 の 推 移

＜前年度との比較＞
●扶助費は、引続き増加傾向にあり、総額では1億7,000万円の増(+3.2%)
●社会福祉は、障害福祉サービスの増などにより5,500万円の増(+3.1％)
●児童福祉は、保育給付費の増などにより1億3,200万円の増(+6.9%)
●生活保護は、保護人数の減などにより6,600万円の減(△5.9％)
●教育その他は、幼稚園給付費の増などにより5,000万円の増(+11.0%)

社会福祉 ～福祉一般、障害など
児童福祉 ～保育所、児童手当

子ども医療など
教育その他～幼稚園、児童生徒援助

衛生、老人など



市 債 残 高 ・ 基 金 残 高 の 状 況

●建設事業債は、平成29年度の新庁舎本体工事終了で増加ペース鈍化も
公共施設の老朽化対策への取組により引続き増加傾向。
平成３０年度は、東記念館大規模改修などにより、約14億円を借入

●地方交付税の代替財源としての臨時財政対策債等についても増加傾向に
あり、平成３０年度は、約９億円を借入

平成３０年度北広島市予算のポイント

１ 市 債 残 高 ２ 基 金 残 高

●新庁舎の建設に伴い、平成30年度までに庁舎建設基金を全額取り崩す
ため、基金残高の総額は大幅に減少

●庁舎建設基金のほか、財源対策として財政調整基金などの取り崩しを
見込んだため、平成３０年度の基金残高は、１５億円となる見込み

９

１２


